
Introduction　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・血小板減少症は獣医療においてよく遭遇する血液学的疾患である. 
・ロミプラスチムは造血幹細胞や巨核球に存在するトロンボポエチン受容体を刺激し，血小板産生
と成熟を刺激することで血小板の増加させる. 
・ロミプラスチムはヒトにおいて免疫介在性血小板減少症の治療で用いられるが，犬における報告
は少ない. 
➡犬の血小板減少に対するロミプラスチムの有効性を評価する. 
Materials and Methods  
・施設：ソウル大学獣医学部附属病院，Haemal Referral動物病院 
・期間：2021年4月～2023年3月 
・レトロスペクティブ研究 
【組み入れ基準】（n=42）血小板減少が認められた犬 
Results 
・原発性免疫介在性血小板減少症(TPI)群(n=20)，二次性血小板減少症群(n=15)，原因不明の血
小板減少症群(n=7)に分けられ，各年齢，性別，既往についてはTable１参照． 
・投与量の中央値は5 μg/kg(1~10 μg/kg)  
・投与期間の中央値は1日 (1-4日)，投薬後の経過についてはTable２参照． 
・原発性ITPにおけるロミプラスチム投与の併用による改善率は90％ 
・有害事象の報告なし 
Discussion  
・原発性ITPに対してロミプラスチムを他の免疫抑制剤と併用することで血小板の回復，正常化が
早くなる可能性が示唆された. 
・二次性血小板減少症についてはロミプラスチムの投与に関わらず基礎疾患の治療を行うことが
重要である． 
・骨髄障害のある血小板減少についてはロミプラスチムは有効ではないと考えられる. 
Review 
・ロミプラスチムと他の免疫抑制剤の併用は忍容性が高く，犬の原発性ITPの管理に有用である. 
・標準化された投与プロトコルがないため，投与量や投与間隔にばらつきがある. 
・単独投与の特異的な効果を同定することができない. 
・前向き研究や，長期的な追跡調査の必要性がある. 
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名称：ロミプレート皮下注250μl 調整用 
製剤名：ロミプラスチム（遺伝子組み換え）製剤 
価格：７１,２００円 / 1バイアル


